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地域障害者職業センターの職業リハビリテーションサービス
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職業評価・職業指導 職業リハビリテーション計画の策定
・相談や作業を通して、得意・不得意を整理し、

就職や定着に向けた留意点や、準備が必要な ・職業評価で得られた結果をもとに、就職に向けた課題への取り組み、
事項を検討。 支援の方向性などをまとめ支援計画を作成。

職業準備支援
・センター内での作業体験、職業準備講習、社会生活

技能訓練を通じて、基本的な労働習慣の体得、作業
遂行力の向上、コミュニケーション能力・対人対応力の
向上を支援

ジョブコーチによる支援
・ジョブコーチが事業所を訪問し、障害者及び事業主に対して、雇用の
前後を通じて障害特性を踏まえた直接的、専門的な援助を実施。

事業主援助～雇い入れから職場定着まで、各段階に応じた支援を実施～
・障害者雇用に関する相談、援助 ・事業主ワークショップによる企業の主体的取組の促進
・事業主支援計画に基づく体系的支援 ・障害者雇用支援人材ネットワーク事業

・ハローワークの行う障害者雇用率達成指導への協力

関係機関への助言・援助
・関係機関に対する技術的助言、援助

・障害者の就労支援に関する基礎的研修、ジョブコーチ養成研修

就職後の職場適応指導

リワーク支援

・うつ病等で休職中の方がスムーズに職場復帰できるよう、
休職者、主治医、事業所担当者と相談しながら、職場復
帰に向けたウォーミングアップの支援を実施。

地域センターが重点的に
取り組む事項

■精神障害者・発達障害者・
高次脳機能障害者への支援

■事業主に対する支援

■関係機関に対する支援
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障害者雇用における事業主の悩み

障害者雇用のイメージが持
てない
障害者雇用と言われても経
験がないのでどのように進
めてよいか分からない。
障害者雇用について他の企
業がどのようにしているか
知りたい

人事担当者としては進
めたいが現場が理解し
てくれるか不安だ

うちの会社は専門的な
仕事が多く、合う仕事
がないのでは？。求人
を出しても人が集まら
ない

障害者雇用は進めてきたが、
人事評価の方法処遇・キャ
リアアップが課題

障害者を受け入れる環
境を整えたいが相談窓
口や活用できる制度は
ないのか？

受け入れてもどのように
接したり、指導すればよ
うか分からない
精神障害者、発達障害者
のことがわからない

法律で合理的な配慮の提供が義
務付けられたが、具体的に何を
すればよいのかわからない
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地域障害者職業センターの事業主支援の流れ

事業主のニーズ
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地域センターの支援

【採用計画】
●障害者雇用のイメージを持つ
●利用できる制度を知る
●職務・職域を作る

【受入準備】

【受け入れ】

【職場定着】

●社内コンセンサスを作る
●配置部署・職務を決める
●雇用管理体制を作る

●求人票を出す
●採用者を選考する

●障害特性を踏まえた雇用管理
●合理的配慮の提供
●キャリアアップ

●事例情報の提供、先行企業の紹介
●労働条件や制度に関する情報提供
●職務開発(切り出し)に関する助言
●少人数によるワークショップ

●社員への啓発・研修の実施
●作業環境・機器活用に関する助言
●社内体制・環境構築に関する助言

●ハローワークや中ポツセンターと
連携した人材のマッチング支援

●職場実習の実施

●ジョブコーチ支援
●雇用後の課題解決・キャリアに
関する助言

●少人数によるワークショップ 4
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《目次》
●障害者雇用の基礎理解
●採用計画の検討・採用の準備
●補修活動・社内支援の準備
●職場定着のための取組
●障害特性と配慮事項
●就労支援機関

【はじめての障害者雇用Q&A】 【障害者雇用企業の紹介動画】 【障害者雇用管理マニュアル】

《テーマ》
●合理的配慮の提供
●発達障害雇用のポイント
●精神障害雇用のポイント

●視覚障害者と働く
●聴覚障害者と働く
●知的障害者と働く
●精神障害者と働く
●発達障害者と働く
●高次脳機能障害者と働く

機構の事業主向け成果物(雇用開発部門)

【障害者雇用啓発誌(月刊)】
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《目次》
●グラビア
●職場ルポ
●編集委員が行く
●エッセイ
●クローズアップ
●Jeedインフォメーション
●研究開発レポート
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【障害者の働く職場のコミュニケーションに関するアイデア集】

機構の事業主向け成果物（総合センター研究部門）

【障害者の職務設定、職務創出・再設計のためのデータブック】

6【デジタル技術を活用した障害者の業務の状況と具体例】
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障害者雇用事例データベース
約3７00社の雇用事例を実名で
掲載しています。

業種別・企業規模別・障害別・
キーワードで検索できます。

障害者雇用事例リファレンスサービス
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障害者雇用の啓発
誌を毎月発行して
います。

成果物は機構ＨＰに掲載
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障害者雇用事例を
紹介した動画を
アップしています。

機構ホームページ
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就労支援機器貸し出し・相談窓口

★当機構ＨＰに就労支援機器のページを作成。就労支援機器に関する情報を掲載

★就労支援機器貸し出し・相談窓口を設置(東京都墨田区)

〇就労支援機器アドバイザーが機器の障害・活用方法に関する相談を実施

※全国からメール、電話等での相談が可能。

〇就労支援機器の展示コーナーを設置

〇就労支援機器を事業主に貸し出し(６ヵ月間)

【就労支援機器展示コーナー】

【貸し出し支援機器の例】

《補聴システム》

『補聴システム送信マイク』 『補聴システム受信器』

《拡大読書器》
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障害者雇用支援人材ネットワーク事業

●障害者職業総合センターと東京・愛知・大阪センターに企業での障害者雇用の実務経験を有する
障害者雇用支援ネットワークコーディネーターに配置し相談を実施

●様々な専門分野の障害者雇用管理サポータによる事業主支援。
機構ＨＰ内にある障害者雇用支援人材ネットワークシステムに登録するむことにより、サポータ検索が可能

登録されているサポーター例

医師

公認心理士

社会福祉士・精神保健福祉士

建築士

社会保険労務士

手話通訳士(聴覚障害者支援の専門家)

障害者雇用事業所・特例子会社の経営者・担当者

【障害者雇用支援人材ネットワークシステム】
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様々な資源・ツールを活用した体系的事業主支援

事業主のニーズ
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センターの支援 活用する機構の資源・ツール

【採用計画】

●障害者雇用のイメージを持つ
●利用できる制度を知る
●職務・職域を作る

【受入準備】

【受け入れ】

【職場定着】

●社内コンセンサスを作る
●配置部署・職務を決める
●雇用管理体制を作る

●求人票を出す
●採用者を選考する

●障害特性を踏まえた雇用管理
●合理的配慮の提供
●キャリアアップ

●事例情報の提供、先行企業の紹介
●支援機関や制度に関する情報提供
●職務開発(切り出し)に関する助言

●社員への啓発・研修の実施
●作業環境・機器活用に関する助言
●社内体制・環境構築に関する助言

●ハローワークや中ポツセンターと
連携した人材のマッチング支援

●職場実習の実施

●ジョブコーチ支援
●雇用後の課題解決・キャリアに
関する助言

●障害者雇用リファレンスサービス
●障害者雇用事例紹介の動画
●障害者雇用コーディネーター
●障害者雇用管理サポーター
●職務の切り出し用アンケート
●機構研究部門の成果物

●障害者雇用コーディネーター
●障害者雇用管理サポーター
●障害者雇用管理マニュアル等
●就労支援機器貸出・相談窓口
(就労支援機器アドバイザー)

●障害者雇用コーディネーター
●障害者雇用管理サポーター
●障害者雇用管理マニュアル等
●就労支援機器貸出・相談窓口
(就労支援機器後度バイザー) 11
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成果物や機構の資源を活用した支援例①
～初めて障害者雇用に取り組んだ事業主への支援～

〇障害者雇用数が大きく不足しており、職業安定行政からの指導により初めて障害者雇用に取り組むことに

〇「障害者が働くイメージが持てない」「受け入れ部署や職務が選べない」「社員の理解が得られるか不安」といった
支援ニーズを把握。

【支援の経過】

【事業主のニーズ】

障害者が働くイメージが持てない

受け入れ部署や職務を選べない

社員の理解が得られるか不安

【地域センターが行った支援】

●障害者雇用リファレンスサービス、働く広場を活用した雇用事例情報
の提供

●企業紹介動画の視聴
●雇用管理サポーターが所属する特例子会社の見学及び意見交換

●事業所見学で得られた情報、障害者の職務設定、職務創出・再設計の
ためのデータブック、障害者雇用リファレンスサービスの雇用事例情報
を参考としながら、簡易事務作業の切り出しによる職務創出を提案。
センター作成の社員向けアンケート様式を活用しながら職務を設定

●雇用管理サポーター(企業での障害者雇用実務経験者)とセンターの
カウンセラーが協同して社員研修を開催

●研修時に企業紹介動画の視聴 12
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成果物や機構の資源を活用した支援例②

～在職中の聴覚障害(難聴)者の職場環境の改善に取り組んだ事業主への支援～

〇在職中の聴覚障害者に関して難聴であるが故に周囲が聞こえの障害が十分に理解されていない
〇このため、職場のコミュニケーションに関して障害に応じた合理的配慮がなされていない。

また、どのように職場環境を整えてよいか分からない

【支援の経過】

【事業主のニーズ】

障害が十分に理解されていない

障害に対する合理的配慮の提供

【地域センターが行った支援】

●聴覚障害者の雇用支援マニュアルの活用、聴覚障害の専門的知識を有
する雇用管理サポーターに協力により、聞こえの障害についての理解
を促進を深めた

●雇用管理サポーターの助言を得ながら本人の障害特性と配慮事項を
まとめたナビケーションシートを作成

●雇用管理サポーターから最新のコミュニケーションツールの活用を助言
●機構の就労支援機器アドバイザーから聴覚障害者の支援機器の活用に
関する助言及び就労支援機器の相談窓口から就労支援機器を貸し出し

●聴覚障害者の支援経験の豊富な訪問型ジョブコーチによる支援
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まとめ

●雇用率の引き上げ、除外率の引き下げ、合理的配慮の提供義務等を背景に事業主の障害者雇用への関心は

高まっており、事業主に対する積極的な支援が求められている

●ただし、業種、企業規模、障害者雇用の経験の有無などにより、支援のニーズは多様化しており、現場(地域センター)

の経験・ノウハウのみで対応するのは難しい状況

●一方、機構においては、事業主支援の重要性を認識し、事業主支援の知見の蓄積や活用できる資源の開発を

進めている

●また、雇用後の職場定着のための合理的配慮の提供への対応、キャリアアップ、評価・処遇の方法など、
新しい支援ニーズも生まれている→雇用の量的拡大に加え、雇用の質の向上へ

【今後について】

【現状】

●機構にはこれまで以上に事業主のニーズに応じた、活用しやすい成果物の提供を行うことが求められている

●また、地域センターは、機構が開発した成果物や資源を事業主に分かりやすく伝えるとともに、

これら資源を上手くコーディネートして個別ニーズに応じた効果的な支援を行うことが求められている

●併せて、障害者雇用の意義の正しい理解や前向きに障害者雇用に取り組む意識の醸成、 企業にマッチした人材の

確保のためには、ハローワークの行う行政指導や紹介サービス、障害者就業・生活支援センターをハブとする

各圏域における就労支援ネットワークとの連携をより強固にすることが重要

●さらに、キャリアアップや評価・処遇に関する支援ニーズに対しては、先進的な企業の取組を通じた知見を活用

していくことも必要 14


